
みんなの
としょかん●小説　方舟を燃やす（角田光代／著）　守護者の傷（堂場瞬一／著）　ヒポクラテスの悲嘆

（中山七里／著）　板上に咲く（原田マハ／著）　うらはぐさ風土記（中島京子／著）　フェスタ

（馳星周／著）　捨てたい人捨てたくない人（群ようこ／著）　うまいダッツ（坂木司／著）　ゼ

ロ打ち（相場英雄／著）　兎は薄氷に駆ける（貴志祐介／著）　姥玉みっつ（西條奈加／著）

幾世の鈴（高田郁／著）　あなたの迷宮のなかへ（マリ＝フィリップ・ジョンシュレー／著）

●随筆・詩などの文学　毎日の暮らしが深くなる季語と俳句（岸本葉子／著） 頑張らない介護

（のぼる／著） しんがりで寝ています（三浦しをん／著） 松本清張はよみがえる（酒井信／著）

●その他の本　リュウジ式悪魔のレシピ2（リュウジ／著）　１日１杯腸のおそうじスープ（小林

寿枝／著）　時間をかけて考える(養老孟司／著)　75歳を越えても安全運転できる運転脳

を鍛える本（朴啓彰／著）　老後の家がありません（元沢賀南子／著）

としょかんカレンダー

○印の日は、お休みです。
開館時間　午前１０時から午後6時まで

市民図書館

ＴＥＬ （ ９ ２ １） ４６ ４ ６

ＦＡＸ （ ９ ２ １） ４ ８ ９ ６

金曜・土曜（祝日除く・太字の日）は午後７時まで

（　　   ）令和６年３月
貸出開始資料から
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マリ＝フィリップ・

ジョンシュレー／著
『あなたの迷宮のなかへ』

新潮社刊

元沢賀南子／著
『老後の家がありません』

中央公論新社

角田光代／著
『方舟を燃やす』

新潮社刊

ホームページ

　４月23日～５月12日の「こどもの読書週間」を記念して、赤ちゃんから楽しめるおはなしの広場を開催。

いつものおはなし会のほかに、ぬいぐるみのおはなし会や工作もあります。

日　時　５月11日㈯・12日㈰　午前10時30分～

場　所　市民図書館おはなしコーナー　　入場料　無料

　回文とは「たけやぶやけた」のように、上から読んでも下から読んでも、同じ言葉や文になる言葉遊びです。

みんなでオリジナルの回文を考えてみませんか。見学もできます。

日　時　５月11日㈯　午前10時30分～正午　場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）２階研修室

対　象　小学３年生～　講　師　絵本作家　本村亜美さん　参加費　無　料　定　員　20人

持ってくる物　筆記用具、はさみ

申込期間　４月２日㈫～定員になり次第終了

申込方法　図書館カウンターまたは電話で氏名・学年・電話番号を伝えてください。ファクス不可。　

要申し込み

子どもの読書週間に「おはなしの広場」を開催します子どもの読書週間に「おはなしの広場」を開催します

ワークショップ「どっちからよんでも～回文を楽しもう～」

５月11日

５月12日

10：30～12：00

10：30～10：50

11：00～11：20

11：30～11：50

15：00～15：40

10：30～11：00

11：10～11：40

14：00～15：00

ワークショップ「どっちからよんでも～回文を楽しもう～」

ひよこのおはなし会

プチ・ぷちぷちのおはなし会①

プチ・ぷちぷちのおはなし会②

ぬいぐるみのおはなし会

いないいないばあのおはなし会(同じ内容で２回開催)

工作と読み聞かせ

小学3年生～

幼児～

0歳児向け

1・2歳児向け

幼児～

幼児～

幼児～

日　時 内　容 対　象

もと　むら あ　  み

手と手をつないで手と手をつないで手と手をつないで手と手をつないで

　令和６年度「手と手をつないで」の執筆を、林内隆二さ

んにお願いすることになりました。

　林内さんは、高等学校教員を退職後、外国人生徒・帰国

生サポート特任講師として４年間勤務し、現在は小学校で

英語専科教員として活躍しています。教員業務の傍ら、平

成７年に人権バンド「願児我楽夢（がんじがらめ）」を結成

し、全国各地で「人権コンサート」を行い、部落問題をはじめ

とするさまざまな差別問題をテーマとした楽曲を演奏し

ながら啓発活動を行っています。

　本年２月25日㈰に開催された人権まつりだざいふ2024の市民ホールでのステージに出演しました。

　私は40年勤めた高校の教員を退職した時、次に進んでみたいステージがありました。それは

小学校と中学校です。そして幸いチャンスはめぐって来ました。小学校で英語教育が始まり、私は

小学生の子たちと勉強することになったのです。「ハーイ、エブリワン」「ヘロー、ミスターリンナ

イ！」で授業は始まります。

　冬休み明けに、「冬休みはどうだった？」とクラスの子どもたちに聞くと「おばあちゃんの家に

行った」「お年玉もらって嬉しかった」などの声が返ってきました。しかし、一人の子が「楽しくなかっ

た」と言いました。「えっ何で？」と尋ねると「今年のお正月は地震や津波でたくさんの人が亡く

なって心が痛かった」と返ってきました。自分のことだけでなく、他の人たちのことを思う気持ち

がすごいなと思いました。人は自分の気持ちが第一で自分が中心、または自分のことで精いっ

ぱいで、なかなか他の人に思いをはせることは難しいものです。ましてや子どもたちにとっては、

楽しいばかりの期待いっぱいのお正月。なのに、この子は被災した人たちのことを思い、楽しい

気分にはなれなかったというのです。「大事なことに気づいたね」と子どもたちと共有しました。

　私たちの周りはあまりに情報があふれていて、自分の頭で考えることが希薄になりがちです。

いじめや差別の問題は、よく「思いやり」という言葉がキーワードになります。私は、『自分中心の

一方的な思いで何かをしてあげる』のではなく、また、『決まり

だからしてはいけない』でもなく、人のことや気持ちを想像で

きた時に「こうしよう」と思う自らの意志こそが行動を生み、差

別をなくしていくスタートだと考えています。一緒に考えてい

きましょう。

No.384

はやし うち

演奏を披露する林内さん

りゅう　 じ

社会教育課　教務係（☎内線451）

スタートは想像力から 林内　隆二（小学校英語専科教諭）

はやし うち りゅう　じ
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